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はしめに

この講究録は、京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一つとして開催された研究集

会「散逸系の数理一パターノを表現する漸近解の構成一」（2009年 6月 24日～26日）の

報告集てす。参加者および興味 関心を持つすへての方々にとって有益な情報源になりま

したら幸いです。

散逸系に現れる動的ハターンの研究においては、近年の計算機技術の進歩により、分岐

理論 中心多様体理論に基づく詳細な数値的追跡か可能になり、大域的な解構造の大枠か

わかり始めた事例もあるものの、動的パターノに対する理論構築は静的ハターンに比へて

立ち遅れています。そこて、散逸系における動的ハターノの理論を構築する手かかりとし

て、比較的よく調へられているＧｒａｙ Ｓｃｏｔｔ型モテルのパルス ダイナミクスに的を絞り、

数学 物理 化学の方面から招いた専門家の方々にＧｒａｙ Ｓｃｏｔｔ型モデルの入門から最近の
結果まてを講演していたたきました。講演者に準備していたたくにあたり、非専門家にも

Ｇｒａｙ Ｓｃｏｔｔ型モデルの全体像かある程度把握してもらえるような構成にするため、講債者

と研究代表者 副代表者の間て何度も内容を調整しました。通常の研究集会に比へると、

講演準備および講究録草稿作成にかかる講演者の負担は大きかったものと署われます。改

めまして講演者の皆様には厚く御礼申し上げます。

なお、この講究録に挿入された多数の図にはＧｒａｙ Ｓｃｏｔｔ型モテルの大域分岐構造を詳細
に追跡した図かいくつか含まれますか、その詳細さゆえモノクロ印刷ては明確に印刷しき

れない部分もありますことを、予めお許し願います。数理解析研究所講究録は京大数理研

のホームペーノ（京都大学学術情報リポノトリー）上て電子公開もされますのて、詳細な

分岐下等については、本講究録の電子公開をお待ちくたさい 詳細な分岐図等の多くは、

電子公開版てはカラーて鮮明に表示される予定てす。電子公開まては待ちきれないという

方は、とりあえず研究代表者（飯田 11ｄａ＠ｃｃ ｍｉｙａｚａｋ 1 ｕ ａｃ ＪＰ）へ御一報くたさい。
末筆なから、研究集会開催にあたり、科学研究費補助金基盤研究（Ｓ）「非線形非平衡反応

拡散系理論の確立」（代表 三村昌泰）および明冶大学グローバルＣＯＥプログラム「現象

数理学の形成と発展」の援助も受けましたことを付記します。

2010年 1月

研究代表者 飯田雅人

副代表者 二宮広和
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研究集会

京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一つとして 下記のように研究集会
を催しますのて ご案内申し上げます

研究代表者 飯田 雅人

（宮崎大工）
研究副代表者 二宮 広和

（明冶大 理工）

記

日時 2009年 6.月 24日（水）1400～
6月 26日（金）1205

場所 京都大学数理解析研究所 4階 420号室
京都市左京区北白川追分町
市ハス京大農学部前 または 北白川 下車

プログラム

6月 24日（水）

14 ＯＯｒｖ 14 55

15 05ｒｖ 16 ＯＯ

16 10ｔｖ 16 25

16 30Ｎ 16 45

上山 大信（明治大 理工）

Ｇｒａｙ Ｓｃｏｔｔモテルの概要

寺本 敬（千歳科技大 総合光科学）

Ｇｒａｙ Ｓｃｏｔｔタイプモデルにおける粒子的ハターノダイナミクス

佐藤 典弘（早稲田大 基幹理工）
Ｇｒａｙ Ｓｃｏｔｔ型反応拡散系の定常問題について

出原 浩史（明治大 研究 知財戦略機構）
すす燃焼に現れる自己組織化パターノ
ー 3変数Ｇｒａｙ Ｓｃｏｔｔモテルの視貞から一



6月 25日（木）

10 ＯＯｔｖｌＯ 55

11 10Ｎ 12 05

栄 伸一郎（九川大 数理）
自己複製ダイナミクスの数理

上田 肇一（京都大 数理解析研）
Ｇｒａｙ Ｓｃｏｔｔモテルにみられるパルスの分裂過程に対する理論的
アプローチ

12 05ｔｖ 13 30

13 30ｎｖ 14 25

14 40ｆｖ 15 35

15 50ｆｖ 16 45

お昼休み（ｌｕｎｃｈ）

山口 智彦（産総研 ナノテクノロノー部門）
3分子反応系の数理モテル その背景と意義

高木 証明（奈良県立医大 物理）

多成分Ｇｒａｙ Ｓｃｏｔｔ型モテルによる分化スポノトハターンの構成

三原 仁（産総研 ナノテクノロノー部門）
ハターン形成の動力学的指標による評価

6月 26日（金）

10 ＯＯｔｖｌＯ 55

11 10Ｎ 12 05

長山 雅晴（金沢大 理工）
Ｇｒａｙ Ｓｃｏｔｔモテルと発執反応拡散系に現われるパルス波
ダイナミクス

三村 昌泰（明盛大 理工）
グレイ スコノトモテルの解析か何故難しいかＰ
－ 3変数系からの接近一

この研究集会は,科学研究費補助金基盤研究（Ｓ）「非線形非平衡反応拡散系理
論の確立」（代表三村昌泰）および明冶大学グローバルＣＯＥプログラム「現象数
理学の形成と発展」の援助も受けて開催しています
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2009年 6月 24日～6月 26日

研究代表者 飯田 雅人（Ｍａｓａｔｏ Ｉｌｄａ）
副代表者 二宮 広和（Ｈｌｒｏｋａｚｕ Ｎｌｎｏｍｌｙａ）
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